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　公益財団法人 昭和大学医学・医療振興財団は、超高齢社会を迎えた今日に
おいて、次代を担う情熱ある医学・医療分野の実践者を全国各地から発掘し、
顕彰する事業を進めております。
　この顕彰事業も今年で 10 年目を迎え、さらなる事業の拡大を目指してまい
ります。皆様からのご寄付により、優れた医療人を今後も顕彰してまいります。
引き続きご支援いただきますようお願いいたします。
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子どもたちの言葉から
変わる未来がきっとある

地域の小・中学校で健康講座

SDGs（Sustainable Development Goals）といえば地球温暖化、紛争や暴力、経済
格差などの課題を思い浮かべる人は多いかもしれませんが、実は、私たち一人ひとり
の健康とも密接に結びついています。健康の観点からSDGsを考えてみましょう。

監修：合同会社Magical Grow共同代表　玉谷圭子
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　「SDGsって何をしたらよいかわからない」という人も、まずは健康であり続けることを心がけてみませんか。小さなことと感じるか
もしれませんが、あなたの健康は、家族や周囲の人、そして世界の人々の健康へとつながっています。SDGsの基本は「誰もが主人公」
で「誰一人として取り残さない」ことです。あなたも、世界中の人々も、そして地球も健康に。それがSDGsを達成することなのです。

自分や家族の健康を守ることがSDGsの原点

　SDGsの17の目標のうち、
「３．すべての人に健康と福祉
を」を実現するには、国や地域
による医療格差を解消しなけれ
ばなりません。私たちが健康で
いることで、先進国が優先され
がちな医療サービスが開発途上
国に公平に行きわたり、感染症
や伝染病などに苦しむ多くの人
たちを救うことができるのです。

SDGsの達成度は国別に採点
されており、2023年の日本の
ランキングは対象166カ国中
21位で、「３．すべての人に健
康と福祉を」分野では「課題が
残る」という評価でした。

自分の健康に気をつけることがSDGs達成につながります！

医療費を
あまり使わない

あなたが健康なら… あなたが病気になったら…

開発途上国も含めた
すべての人が

医療サービスや医薬品を
公平に受けられる

高額な
医療費がかかることも。
看病や介護疲れで
家族の健康も心配

開発途上国も含めた
すべての人が

医療サービスや医薬品を
公平に受けられない

やりがいをもって生き生きと働
くと企業の生産性が向上し、企
業活動のなかでもSDGsが促進

例 え ば 例 え ば

国連SDGs公式サイトでは
SDGsが詳しく説明されています。

国際連合広報センターのサイトでは
「個人でできる10の行動」を提案しています。

2030年のSDGs目標達成のゴールまであと6年。さらなるアクションを
起こしましょう。自分で、家族で、職場で楽しみながら行うのがコツです。

・好き嫌いをせず残さず食べる。

・ストレスチェックを受けてみる。

・なるべく自動車を使わず自転車や徒歩で移動する。

・インフルエンザの予防接種を受ける。

・残業せず帰宅して家族で食卓を囲む。

・余った薬を薬局に持っていく「節薬」運動に参加する。

・無料の健康セミナーに参加してみる。

・エコマークの付いた商品を選んで購入する。

・日本ユニセフ協会に募金する。

・購入品の包装をシンプルにする。

・フェアトレード※マークの商品を選んで購入する。

・自治体のボランティア活動に参加する。

・着なくなった子どもの服を寄付する。

・牛乳等の食品は賞味期限の近いものから購入する。

小さなことから
始めよう！

健康づくりのアクションがSDGsにつながる例 そのほかのSDGsにつながるアクションの例
　開発途上国では、生産者への
対価が安く、必要以上の農薬を
使い、生産者の健康被害が起こ
るなどの問題があります。フェ
アトレードは、開発途上国との
貿易で公正・公平な取引を行い、
開発途上国の生産者や労働者
の生活改善と自立をめざすも
ので、フェアトレードマークの
商品を購入すると生産者のサ
ポートにつながります。

国際フェアトレード
認証ラベル

※フェアトレードとは
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あなたの街の

医療従事者のご推薦を

お待ちしています！
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「いのちの尊さ」から開始して、「認知症」、「感
染症」、「ストレス」、「生活習慣」など多岐
にわたり編集しました。出張講義の担当ドク
ターが10名くらいおりますが、どなたがやって
もほぼ均質の内容になることを目指していま
す。ちなみに一人あたり、２、３校の担当とな
ります。

児童生徒さんたち100人に50分話して、ちゃ
んと反応してくれるので、いつも嬉しくなりま
す。いつも子供さんから元気をもらっています。
また、聞いてくれる子供たちの何人かが将
来、医療や福祉に関心を持ってくれることも
大きな期待の一つです。

家族内で話してくれたと思うのですが、リビ
ングウイルへの関心が高まった様に感想文
で読み取れました。宿題として、｢お父さんが
もしがんで亡くなるとき、その場所、病院と
か自宅とか…｣この様なシナリオを提示して
話し合ってもらい
ました。この経験
が彼らの将来に
大きな影響を与
えると思います。

松戸市の全ての児童生徒さんと話し合える機
会が得られればと期待しています。彼らの意
思をここ松戸市から発信してほしいですね。

自身にとっても良い経験ができていると思って
います。それは、日頃から患者さんに病気の
ことなどを説明していて、なかなか響いてい
ないと感じるときがあります｡そんなとき子供さ
んから親御さんにいってもらえれば，もしかし
たらうまく伝わるのではないかなと考えることが
よくあります。

一年に１、２件なのですが訪問看護師やケ
アマネージャー、民生委員、市役所職員な
どの協力を得て行っています。サザエさん一
家の様子をシナリオなどに応用して、わいわ
いやっています。大変効果的に思います。

昭和上條医療賞・受賞者探訪

【昭和上條医療賞】
　本顕彰は、地域保健医療の実践及
び教育の分野において創造的かつ先
駆的諸活動を行い、大きな成果を挙げ
られた個人またはグループを顕彰して
おります。 
　顕彰対象は全国の病院、診療所、薬
局その他の医療関連機関において、地
域保健医療活動を永年に亘って実践、
推進して国民の健康増進に幅広く貢
献された活動を対象としております。

市場 卓 先生（松戸市医師会理事）

千葉県松戸市医師会健康啓発委員会代表

「まちっこプロジェクト  子供たちの
力で地域はもっとつながりあえる」

第８回 昭和上條医療賞受賞～地域保健医療貢献部門～

　松戸市医師会の「まちっこプロジェクト」と

して地域の多職種や行政とも連携し、小中学

校の健康教育授業を行うことで周囲の大人の

健康意識も向上させるという試みに取り組ま

れてきました。「認知症」「感染症」などをテー

マとした授業を受ける生徒数は年々増え、小

中学生の認知症サポーターも多数養成されて

います。その結果、保護者の健康に対する理

解も高まるなど、地域住民の健康意識向上に

も明らかな効果が認められました。

発足して10年目を迎えられ、先生自
身のお考えに何か変化はありますか？

出張講義の最初には大変緊張された
とのことですが、児童生徒の感想文
等で特に印象に残っていることはあり
ますか？

グループワーク形式も取り入れている
ようですが、どんな様子ですか？

このプロジェクトの今後の展望（理想）
を教えてください。

多くの児童生徒さんたちと触れ合う中
で、感じたことは？ 

テーマ別の冊子が素晴らしいと思いま
すが、皆さんで作成されたのですか？

まちっこプロジェクトは、９年前より活動
を開始されたと聞きましたが、発足時の
先生の思いはどのようなものでしたか？

何を子供たちから大人に伝えてほしい
と思われましたか？

｢伝えてほしい｣というのは、子供たち
同士、そして親御さんから地域へとい
う展開を期待されたのですね。

人が生まれること、支え合っていること、そ
の重要性を子供たちに伝えると共にこの事を
話題として周りの大人たちと話してほしいと考
えました。「あなた達の言葉で，変わる未来
がキット有ります」

その通りです。今では松戸市内の小中学校
65校のうち、2023年度は27校、3,127名の
児童生徒が受講してくれました。

松戸市医師会の健康啓発委員会からの発
案でした。川越先生を中心に３名のメンバ
ーで市の教育委員会訪問からスタートしまし
た。「子供たちに伝えたいことがあります。子
供たちから伝えてほしいことがあります。」と
いう合い言葉で教育委員会との交渉を続け
ました。これを表す造語として、“Child to 
Community”を掲げました。




